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北
竜
町
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佐
　
野
　
　
豊

 

新
年
の
ご
挨
拶

新年挨拶

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
、
地
域
振
興
券

の
発
行
事
業
、
更
に
は
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
商
工
事
業
者
、

農
業
者
等
に
対
し
て
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
支
援
事
業
、
そ
ば

生
産
緊
急
支
援
対
策
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
の
学

習
支
援
・
環
境
整
備
と
い
た
し
ま

し
て
、
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
1
人
1
台
の
学
習
用
端
末(

パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末)

や

高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
体
制
を
推
進
い
た
し
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
感
染
症

予
防
・
拡
大
防
止
対
策
を
図
り
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
後
の
次
の
時
代
を

見
据
え
た
体
制
づ
く
り
に
つ
と
め

て
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
令
和
３
年
の
新
春

を
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
３

期
目
の
町
政
運
営
の
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

年
明
け
は
1
年
の
「
豊
作
・
交

通
安
全
・
無
災
害
・
家
内
安
全
」

を
祈
願
し
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
で
ス
タ

ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
驚
異
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
中
に
感
染
拡

大
し
、
い
ま
だ
に
予
断
を
許
さ
な

　

全
国
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
」
は
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
や

北
竜
メ
ロ
ン
な
ど
の
返
礼
品
が
好

評
を
維
持
し
て
お
り
、
２
年
連
続

し
て
５
億
円
を
超
え
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
や
特
産
品
に
よ
り
、
多
く
の
方

に
北
竜
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
の
牛
は
、

古
く
か
ら
酪
農
や
農
業
で
人
間
を

助
け
て
く
れ
た
大
切
な
動
物
で
す
。

丑
年
は
「
我
慢
（
耐
え
る
）」、「
こ

れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
（
芽
が

出
る
）」
と
い
う
よ
う
な
年
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
今
ま
で
培
っ
て
き
た
強
み
・
経

験
を
発
揮
し
、
町
民
お
ひ
と
り
お

一
人
が
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
町
づ
く
り
に
引
き
続

き
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く

ご
多
幸
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、１月の町長室開放デーは休止とさせていただきます。

１月の町長室開放デー休止のお知らせ

■役場・土地改良区

　１月５日(火)まで閉庁（役場は日直者がいます)

■診療所

　１月５日(火)まで休診

■歯科診療所

　１月１日(金)休診

　１月２日(土)は休日診療当番医

　１月３日(日)休診・１月４日(月)午後休診

■サンフラワーパーク（１月１日）

　【温泉】　午前９時３０分～午後７時

　【売店】　午前８時００分～午後７時

　【レストラン】午前１１時～午後６時

　※１月２日より通常営業いたします。

■ココワ（スーパーマーケット）

　１月１日・２日　休業

　　　３日～５日　午前９時３０分～午後５時

　　　６日　　　　午前９時３０分～午後６時３０分

■ごみ処理場

　・北空知衛生センター　１月３日(日)まで休業

　・し尿収集業務　　　１月１１日(月)まで休業

年始の業務・
　営業時間のお知らせ
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新
年
の
ご
挨
拶

北
竜
町
議
会
議
長
　
佐
々
木
　
康
宏

新年挨拶

◆
尾
崎
圭
子
常
任
委
員
会
副
委
員

長
…
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聴
き
町
政
に
反
映
す
る
努
力

を
い
た
し
ま
す
。

◆
中
村
尚
一
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長
…
議
会
の
権
能
を
知
り
、

よ
き
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

◆
松
永
毅
議
員
会
長
…
議
員
及
び

事
務
局
職
員
の
活
動
を
統
括
し
ま

す
。
議
会
傍
聴
等
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
議
会
事
務
局
か
ら

◆
高
橋
淳
議
会
事
務
局
長
…
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
に
関
し
て
の
お
問
合
せ
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

◆
田
畑
晶
子
議
会
書
記
…
議
会
一

年
目
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
山
田
伸
裕
議
会
庶
務
（
空
知
町

村
議
会
議
長
会
専
任
）
…
議
長
会

専
任
職
と
し
て
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
お
祝
い
の
お
返
し
に
家
族

皆
で
来
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
挨

拶
を
頂
い
た
こ
と
。
あ
る
お
店
で

三
十
年
前
の
鍋
焼
き
う
ど
ん
を
い

た
だ
き
味
が
変
わ
ら
ず
に
体
と
心

が
温
ま
っ
た
こ
と
。
コ
コ
ワ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
中
学
三

年
生
の
仲
良
し
達
が
勉
強
な
ど
に

利
用
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
。
ど

ん
な
状
況
で
も
こ
の
町
は
元
気
に

息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
が
中

止
・
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
お
祝

い
ご
と
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
触

れ
合
う
こ
と
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
も
と
て
も
切
な
い
、
い

っ
と
き
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
し
い
価
値
観
を
持
っ
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
禍
の
な

か
、
素
直
に
は
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
言
え
な
い
状
況

が
世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
。
不

幸
に
も
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ

の
お
悔
や
み
、
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
又
そ
の
対
処
に
臨
ま

れ
て
い
る
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
竜
町
も
ひ
ま
わ
り
の
里
の
花

は
咲
か
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
ひ
ま
わ
り
オ
イ

ル
の
為
の
ひ
ま
わ
り
は
作
付
け
出

来
ま
し
た
。
地
方
創
生
の
花
は
咲

か
せ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
が
輝
く
た
め
の
事
業
は
強

く
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。
町
民

色
々
な
悔
い
は
有
り
ま
す
が
皆
さ

ん
と
共
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

蜜
か
ら
疎
の
時
代
が
来
ま
し
た
。

日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
、
多
様

な
生
態
系
の
保
全
、
先
進
的
な
少

数
社
会
（
多
自
然
型
低
密
度
居
住

地
域
）
の
到
来
と
国
は
言
っ
て
い

ま
す
。
安
全
な
食
糧
生
産
の
ま
ち

太
陽
を
味
方
に
つ
け
た
ま
ち
。

北
竜
町
の
歩
ん
で
き
た
こ
の
道
を

ブ
レ
ず
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

◆
藤
井
雅
仁
副
議
長
・
ま
ち
づ
く

り
調
査
特
別
委
員
長
…
ひ
ま
わ
り

の
里
整
備
計
画
等
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
充
分
な
町
民
意
見
の
反
映

に
努
め
ま
す
。

◆
小
坂
一
行
監
査
委
員
…
予
算
監

査
、
行
政
監
査
を
的
確
に
行
な
い

効
率
あ
る
町
行
政
を
求
め
ま
す
。

◆
北
島
勝
美
常
任
委
員
長
…
一
年

毎
の
行
政
、
教
育
行
政
の
執
行
を

調
査
し
、
よ
り
良
き
町
行
政
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

◆
小
松
正
美
議
会
運
営
委
員
長

（
兼
広
報
当
別
委
員
長
）
…
議
会

運
営
を
管
理
し
、
又
、
議
会
の
広

報
活
動
に
努
め
ま
す
。

■北竜町

■北竜町議会

■北竜町監査委員

■北竜町教育委員会

■北竜町農業委員会

■北竜町選挙管理委員会

■北竜町公平委員会

■北竜町固定資産評価審査委員会

■北竜町国民健康保険運営協議会

■北竜町民生児童委員協議会

■深川地区消防組合北竜支署

■北竜消防団

■北竜町立診療所

■北竜町立歯科診療所

■特別養護老人ホーム北竜町永楽園

■株式会社北竜振興公社

■社会福祉法人北竜町社会福祉協議会

今年もよろしくお願いいたします
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北竜町の決算状況をお知らせします
令和元年度決算報告

みなさんが納める税金や、国、道からの補助金は、私たちの生活をよりよく
するためにさまざまな形で使われています。
令和元年度にどのくらいの収入(歳入)があり、そしてどのように使われたの
か(歳出)を皆さんの生活に最も関わりの深い一般会計を中心に公表します。

■一般会計 税金などを使って町の基本的な運営や行政サービスを
行う会計です。
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令和元年度決算報告

●地方債残高の推移

●町税の推移

●町税の負担状況

●町税の内訳

●基金残高の推移
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令和元年度決算報告

一般会計の決算額を町民の皆さん一世帯当たりの家計簿にしてみました

北 竜 町 の 家 計 簿

令和元年度

　ここでは、令和元年度決算の一般会計の歳入

決算総額４２億１，５６０万円と歳出決算総額

４１億４，８２６万円を、３月末現在の世帯で町民１

世帯当たりの金額に計算し、家計簿に置き換えてみま

した。

　収入合計は約５１４万円で、主なものは給料とパー

ト収入が約３１万円、親からの仕送り約２５２万円と

ローン借入金約１０４万円、定期預金解約約３１万円、

その他雑収入約７８万円となっています。支出合計は

約５０６万円で、日常生活費に約５３万円、光熱水費

などに約７５万円、会費・保険料などに約７９万円、

住宅ローンなどの返済に約４５万円、家の増改築費に

約１４４万円かかっており、また、将来への備えのた

め、定期預金へ５１万円積み立てしています。

　家計の現状は、収入において、給料や定期預金解約

などが減り、親からの仕送りやローン借入金、その他

雑収入が増えており、収入の大半を親からの仕送りや

ローン借入金に頼っている状況となっています。

　一方、支出においては、謝礼・親戚への援助やロー

ン返済、日常生活費などが減り、家の増改築費や光熱

水費、子どもへの仕送りなどが増えています。また、

給料が減る一方で、住宅ローンを返済しながら、新た

なローン借入や親からの仕送りなどにより、古くなっ

た家の大規模な増改築や親戚への援助、子どもへの仕

送り、医療費・教育費の支払いなどを行っており、苦

しい状況ではありましたが、収入の一部を将来のロー

ン返済や家の建て替えなどに備え定期預金に積み立

てしています。　

　今後は、親からの仕送りがさらに減る一方で、医療

費・教育費、子どもへの仕送り、ローン返済、家の増

改築費が増加し、当面は苦しい状況が続くことが見込

まれるので、日常生活費や光熱水費などの節約を徹底

するとともに、家の増改築では実施箇所に優先順位を

つけ、計画的・効率的に進めていく必要があります。

また、将来への備えのため、定期預金への積み立てを

計画的に行っていくことも必要です。
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町の一般会計の経費ってどれに当てはまるの？

給料 … 町民税、固定資産税などの

町税。

パート収入 … 保育園の保育料、住

宅使用料、各種証明手数料など。

親からの仕送り … 地方交付税や国・

道の補助金など。

ローン借入金 … 社会資本整備のた

め国などから借りた借金。

定期預金解約 … 収入不足を補うた

め、また特定の事業に使うために積

み立てていた基金からの繰入金。

財布に残っていたお金 … 前年度か

らの繰越金。

預金利息など … 基金利息や土地売

り払い収入などの財産収入。

返済してもらった貸付金 … 貸付金

元利収入。

その他雑収入 … 寄付金、諸収入など。

食費など日常生活費 … 職員給など

の人件費。

光熱水費/衣服購入費/家の設備点検

費/その他雑費 … 需用費/委託料/

備品購入費などの物件費。

医療費/教育費 … 法律に基づく医

療/児童/老人/障がい者等に係る給

付費などの扶助費。

家/車の修理費 … 施設/車両の修繕

などの維持補修費。

会費/保険料/謝礼/親戚への援助な

ど … 広域で実施する消防/ゴミ処

理施設/学校給食組合への負担金/ふ

るさと納税謝礼や各種団体などへの

助成金/補助金などの補助費等。

子どもへの仕送り … 診療所事業、

各種保険事業、特別養護老人ホーム

事業、下水道事業など特別会計への

繰出金。

ローン返済 … 社会資本整備の財源

として過去に借りた借金の元利償還

金。（公債費）

家の増改築費 … 道路、公営住宅、碧

水地域支え合いセンター、北竜温泉

などの施設整備費。（普通建設事業費）

親戚/友人への貸付 … 奨学貸付金

などの貸付金。

株などへの投資/出資 … 株式など

の投資や簡易水道事業への出資金な

ど。

定期預金への積み立て … 将来に向

けた蓄え、特定の事業に使うための

積立金。（基金積立金）

令和元年度決算報告

   農業の振興
●農業生産基盤の充実
・中山間地域等直接支払推進事業          116,249

・多面的機能支払事業　　　　　　　　     97,644

・特産品栽培ハウス支援事業　　　　　　    4,045

●担い手及び新規就農者の育成・確保
・農業体験実習生受入事業　　　　　　　　     85

・新規就農者誘致促進事業　　　　　　　    3,978

●ブランド化の促進と販売ルートの拡大
・特産品ＰＲ推進事業　　　　　　　　　    1,295

●有害鳥獣対策の強化
・有害鳥獣駆除対策事業　　　　　　　     45,776

令和元年度 一般会計の主な事業

（単位：千円）

●観光振興体制の充実
・ひまわり観光協会支援事業　　　　　　    4,700

●観光・交流資源の充実
・ひまわりの里基本計画策定事業　          9,587

・観光センター整備事業（浄化槽整備更新）  48,800

●観光ＰＲ活動の強化
・観光PR推進事業　                          825

   観光の振興

●商工会の育成
・商工会育成事業　　　　　　　　　　     12,269

●商工会企業への支援
・商工業活性化推進事業　　　　　　　　    3,204

・中小企業事業資金保障融資事業  　　     27,437

●町内消費活動の促進
・商業活性化施設管理運営支援事業　　 　   7,590

●新産業開発等の促進
・地域力創造事業　　 　                  29,794

   商工業の振興

●計画的な森林整備の促進
・水源林整備促進事業                      3,733

・未来につなぐ森づくり推進事業            4,216

・森林環境基金管理運用事業　　　　　　    1,538

   林業の振興

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●生活習慣病等の発症予防と重症化予防の徹底
・風疹ワクチン任意予防接種費助成事業        378

・成人等インフルエンザ任意予防接種費助成事業 696

・がん検診推進事業                        3,373

・人間ドック料金助成事業                  1,783

   健康づくりの充実 （単位：千円）
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●母子保健の充実
・児童発達支援事業　　　　　　　　　　    3,065

・小児予防接種事業　　　　　　　　　　    3,069

●保育サービスの充実    

・和保育所運営事業    　　　　　　　     23,770

・保育所施設整備事業　　　　　　　      642,819

●子育て支援サービスの充実 

・子ども子育て支援事業計画策定事業          880

・地域子育て支援センター管理運営事業      9,474

●子育て世帯への経済的な支援
・高等学校等通学等助成事業                2,856

・出産祝金支給事業                        1,400

・不妊治療費助成事業                        449

・妊婦健康診査費助成事業                  1,187

・乳幼児等医療費一部負担金助成事業        4,271

・小・中学校給食費助成事業                3,932

・小・中学校修学旅行費助成事業              420

   出産・子育て支援の充実

●福祉サービス・担い手の充実
・社会福祉協議会運営支援事業   　　       8,118

・介護従事者確保推進事業   　　     　　    190●生活困窮者の支援
・プレミアム付商品券発行時業   　　       2,297

・ひとり親家庭支援手当支給事業   　　        72

   社会保障の充実

●介護予防の推進
・介護予防支援事業　　　　　    　　 　　 9,019

●高齢者支援サービスの充実
・簡易水道福祉料金支援事業　    　　 　　 1,198

・福祉灯油等購入助成事業　　    　　 　　 1,374

・高齢者世帯等除雪費助成事業    　　 　　 1,512

●高齢者の生きがい・社会参加の促進
・生活支援・生きがい対策事業　　　　     13,990

・北竜温泉優待事業　　　　　　　　　　    1,872

   高齢者支援の充実

●地域医療体制の充実
・地域医療体制支援事業  　　　　　        2,379

   地域医療の充実

   地域福祉の充実

令和元年度決算報告

   道路・公共交通の整備

   障がい者支援の充実
●自立支援給付と地域生活支援事業の推進
・障害者自立支援給付事業                 68,468

・障害者地域生活支援事業                  3,990

・障害者等施設通所交通費助成事業            383

●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進
・道路維持管理事業　　　　　　　　　 　　24,745

・橋梁維持管理事業　　                   27,335

●除排雪等の充実
・道路除雪事業　　　　　　　　　　　 　　18,913

・除雪車両購入事業　　                   40,883

●広域バス路線の維持
・生活交通確保対策事業　　　　　　　      9,858

●地域公共交通対策
・地域公共交通対策事業 　　　　　　　　    3,338

   移住・定住の促進
●公営住宅等の整備
・板谷団地住宅維持管理事業 （B棟屋上防水改修他）10,433

・桜岡団地公営住宅建設事業              117,762

●民間賃貸住宅の整備
・民間賃貸住宅建設促進事業               12,000

●移住・定住促進のための支援施策の検討・推進
・定住促進対策事業　　　　　　　　　     16,026

   公園・緑地の整備
●公園・緑地の維持管理体制の充実
・しらかば並木公園整備事業               69,189

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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令和元年度決算報告

●ごみ処理・リサイクル体制の充実
・ごみ収集運搬事業　　　　　　　　　 　　11,808

・北空知衛生センター組合負担金事業　 　　23,641

●社会教育施設の整備充実・有効活用
・農村環境改善センター維持管理事業       11,681

 （音響機器更新他）

・生きがいセンター維持管理事業            6,014

 （エアコン設置他）

   環境衛生の充実

   生涯学習の充実

●常備消防・救急救助体制の強化及び充実
・深川地区消防組合負担金事業　　　　     99,842

   消防・救急の充実

●犯罪の起こり難い環境づくり
・防犯カメラ設置事業　                      367

●運転に不安を感じている高齢者への支援
・高齢者運転免許証自主返納サポート事業      426

   防犯・交通安全の推進

（単位：千円）

（単位：千円）

●総合的な防災体制の充実
・災害対策用物資備蓄事業　　　　　　　    1,840

・防災行政無線整備事業　　　　　　　      6,061

   防災体制の充実 （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●学校教育の充実
・外国語教育推進事業　　　　　　　　　    4,970

・小学校学習支援員配置事業　　　　　　    1,050

・小学校特別教育支援員配置事業　　　　      885

・小学校臨時教職員補充事業　　　　　　    5,056

 

●学校施設・設備の整備充実
・中学校教材整備事業(タブレットパソコン他) 1,076

●開かれた、信頼される学校づくり
・小学校開校１２０周年記念事業　　　　　    300

●総合的な子どもの安全対策の推進
・スクールバス運行事業                    8,693

   学校教育の充実

●青少年の体験・交流活動等の促進
・課外活動支援事業（公設学習塾開設事業）　　 790

・夢の教室開催事業　　　　　　　　　　　    320

   青少年の健全育成

●地域の活性化に向けた支援の充実
・地域おこし協力隊事業　　　　　　　　    3,534

・集落対策事業　　　　　　　　　　　     10,247

●コミュニティ施設の維持管理
・碧水高齢者コミュニティセンター整備事業 16,470

   地域コミュニティへの支援

●広報活動の充実
・北竜町オリジナルカレンダー作成事業　　    387

・北竜町PR動画制作事業　　　　　　　        458

   広報・広聴の推進

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●将来を担う人材・団体の育成
・地域づくり人材育成事業　　　　            861

   住民参画の推進 （単位：千円）

●行政の情報化の推進
・社会保障・税番号制度事業　　    　　 　 6,848

●効率的な・効果的な行政運営の推進
・行政評価制度推進事業　    　　 　　     1,900

●公共施設の計画的な維持管理と適正配置
・公共建築物個別施設計画策定事業　　      3,366

・公共施設除雪事業　　　　　　　　　　   10,121

   行政経営の推進 （単位：千円）
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 介護保険特別会計

 特別養護老人ホーム事業特別会計

 町立診療所事業特別会計

 国民健康保険特別会計

 

 農業集落排水事業 及び
 個別排水処理事業特別会計

●地域医療体制の充実
・町立診療所運営事業                     45,192

・町立診療所維持管理事業                  6,808

・町立診療所医療用機器整備事業            3,676

 （超音波画像診断装置他）

・町立診療所医薬材料購入事業             28,566

・町立歯科診療所運営事業                 17,344

・町立歯科診療所医療用機器整備事業        5,141

 （レントゲン装置）

●国民健康保険事業の推進
・医療保険給付事業                      185,092

・保健事業（特定健診・健康ナビ事業費他）   2,663

●介護保険事業の推進
・介護保険給付事業                      241,403

・介護予防・生活支援サービス事業          3,029

・一般介護予防事業                        2,663

 （まるごと元気アッププログラム・地域リハビリテーション活動支援事業）

●高齢者支援サービスの充実
・特別養護老人ホーム運営事業            371,644

・特別養護老人ホーム維持管理事業         42,117

・在宅医療介護連携推進事業                1,400

・認知症総合支援事業                      1,580

●農業集落排水施設の適正管理と加入促進
・浄化センター維持管理事業               31,869

・管路等維持管理事業                      1,718

●浄化槽の適正管理と設置促進
・浄化槽維持管理事業                     13,757

・浄化槽整備事業                          3,765

●簡易水道事業による給水体制の整備
・水道消火栓更新事業                       885

・簡易水道施設整備（生活基盤近代化）事業  98,452

高齢者支援の充実

地域医療の充実

社会保障の充実

水道・下水道の整備

水道・下水道の整備

高齢者支援の充実

 簡易水道事業会計

■特別会計 特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など
の特定の収入により運営する会計です。

令和元年度決算報告

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

令和元年度 特別会計の主な事業
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令和元年度決算報告

■初任給・職員の平均給与額・平均年齢状況
(一般行政職 R2年4月1日現在)

■特別職・議会議員の報酬等
(R2年12月1日現在)

■ラスパイレス指数
国家公務員を100とした場合の本町の給与水準です。

■人件費(普通会計決算)

職員や特別職(町長･副町長･議員･各種委員等)に支給される給料･報酬･共済費です。

■職員給与費(普通会計決算)人件費の中の職員給与費と諸手当です。

人件費の中の職員給与費と諸手当です。

職員の給与等の状況
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佐光 勉 氏

北海道社会貢献賞受賞

　この度、元北竜町議会議員 佐光勉氏が北海道社会

貢献賞（自治功労者）を受賞され、１１月２４日、役

場にて佐野町長から表彰状の伝達が行われました。

　佐光氏は、昭和３８年に北竜町に奉職され、平成１

６年に退職されるまで企画課長、教育委員会次長、住

民課長等の役職を歴任されたのち、平成２０年からは

３期１１年にわたり北竜町議会議員を務められました。

今回の受賞はこれら多年にわたる地方自治の振興発展

への貢献が認められたものです。

南 祐美子 氏

道国保表彰受賞

第３回北海道

グリーンカップ大会準優勝

　令和２年３月まで町保健師として勤務された南祐美

子氏が、国民健康保険の事業推進に貢献を果たされた

として、この度、北海道国民健康保険団体連合会表彰

を受賞されました。

　１２月１日には南氏が役場に来庁され、佐野町長か

ら表彰状と記念品の伝達が行われました。

　９月１９・２０日、小学３年生以下の１６チーム参

加のもと開催された、「第３回東川グリーンカップ北北

海道大会」にて、真竜小学校３年生の田村颯大君と佐藤

琉葵君が「一已バトルス」と合同で参加、見事優勝を

果たし全道大会に進出しました。２人は全試合に出場し、

田村君は最優秀投手賞も受賞。１１月に開催された全

道大会では、接戦の末、準優勝の成績を収めました。

　また１１月開催の「第６回深川ライオンズクラブ杯

野球大会」では、北竜の児童９名が所属する「北空知Ｊ．

Ｂ．Ｃ．」が優勝するなど、更なる活躍が期待されます。
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【
１
月
】

１
日
…
各
神
社
元
旦
祭

６
日
…
御
用
始
め

８
日
…
出
初
め
式

９
日
…
成
人
式

下
旬
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

【
11
月
】

30
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
第
２

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会
、
総
務
産

業
常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会

【
12
月
】

１
日
…
第
２
回
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
議
会
定
例
会

２
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
議
会
臨
時
会
、

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

４
日
…
議
会
運
営
委
員
会

８
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

緊
急
中
央
要
望
実
行
運
動

11
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会
定
例

会21
日
…
北
空
知
衛
生
施
設
組
合
議

会
、
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団
議

会
、
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

議
会
、
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合

議
会
、
深
川
地
区
消
防
組
合
議
会
、

北
空
知
圏
振
興
協
議
会

22
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

全
員
協
議
会

25
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

終
息
が
サ
ッ
パ
リ
見
え
て
こ
な
い
。

当
初
、
こ
ん
な
に
長
引
く
と
は
思
い

も
寄
ら
ず
、
長
引
く
自
粛
な
ど
に

疲
れ
を
感
じ
る
方
は
多
い
と
思
う
。 

　

政
府
な
ど
は
、
感
染
第
三
波
に
関

し
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
と
の
関
連
な
ど
、
エ
ビ

デ
ン
ス
が
ど
う
の
こ
う
の
と
議
論

ば
か
り
。
感
染
対
策
と
経
済
対
策

の
二
面
性
か
ら
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
の
か
、
緩

め
て
い
る
の
か
、
ち
ぐ
は
ぐ
だ
。 

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
対
策
の
多
く

は
、
国
民
の
権
利
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
維
持
し
つ
つ
、
国
民
の
自
主

性
に
期
待
し
た
対
策
が
多
い
。
海

外
で
比
較
的
に
功
を
奏
し
て
い
る

感
染
対
策
か
ら
み
る
と
緩
さ
を
感

じ
る
。 

　

国
民
に
論
理
的
説
明
の
元
、
俯

瞰
的
か
つ
強
制
力
の
あ
る
対
策
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
皆
さ
ん
は
、
ど

う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
坂 

一
行
）

議会広報委員会Ｎｏ．３５５

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
11

月
30
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

承
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
，
２
７
２
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
８

８
５
，
６
３
６
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
令
和
２
年
度
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て・
収
益
的
収
入
で
９
９
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
０
，
４
１
１

千
円
と
す
る
。
収
益
的
支
出
で
９

９
０
千
円
を
追
加
し
、
７
８
，
４

１
６
千
円
と
す
る
。

原
案
可
決

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
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→
道
路
管
理
者
で
あ
る
札
幌
建
設

部
深
川
出
張
所
に
早
期
改
善
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
直
ち
に
対
応
い

た
だ
き
歩
道
の
補
修
が
成
さ
れ
た
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

１
月
19
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

【
相
談
事
例
】

　

国
道
２
７
５
号
線
和
市
街
歩
道

の
冬
期
除
雪
作
業
に
お
い
て
、
歩

道
部
分
の
舗
装
が
春
か
ら
一
部
剥

が
れ
、
窪
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
小
学
生
や
お
年
寄
り
も
多
く

利
用
さ
れ
て
い
る
所
な
の
で
事
故

の
起
こ
ら
な
い
う
ち
に
早
く
直
し

て
ほ
し
い
。

令
和
２
年
度

自
衛
官
候
補
生
募
集
案
内

冬
の
大
地
震

寒
さ
へ
の
備
え

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
３
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女

受
付
期
間　

試
験
日
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

試
験
期
日

　

１
月
17
日
（
日
）・
18
日
（
月
）

　

ま
た
は
、

　

２
月
14
日
（
日
）・
15
日
（
月
）

　

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

　

冬
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
強
い
揺
れ
に
よ
る
被

害
に
加
え
、
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま

り
、
暖
房
器
具
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
に
よ
る
二
次
災
害
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

救
助
活
動
や
物
資
輸
送
が
遅
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
の
暖
房
器
具
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
防
寒
着

や
防
寒
靴
、
毛
布
、
カ
イ
ロ
な
ど

を
避
難
時
に
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

■
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
開
始
や
具

体
的
な
利
用
方
法
等
に
関
す
る
詳

細
に
つ
い
て
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
l
t
a
x
.
l
t
a
.

go.jp/

■
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
関
す
る
「
よ
く

あ
る
ご
質
問
」
に
つ
い
て

h
t
t
p
s
:
/
/
e
l
t
a
x
.
c
u
s
t
h
e
l
p
.

com/

北竜町の事件・事故の発生状況（11月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

倉庫
荒らし

忍び
込み

車上
狙い

暴行 合計

2020年 ０ １ ０ ０ １ ２

2019年 １ ０ １ ３ ２ ７

人 身 事 故 物 損 事 故

2020年 ２ 2020年 32

2019年 １ 2019年 59

2020年 １

2019年 ４
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■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
○日  時　1月6日（水）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園内支援センター室

　内  容　お正月「お楽しみ会」

○日  時　1月22日（金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園内支援センター室

　内  容　ミニミニサーキッド

○日  時　1月27日（水）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園内支援センター室

　内  容　絵画制作

ピカピカキッズ
○日  時　1月15日(金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園ホール

　内  容　鑑賞体験講座「太鼓」

（対象：１歳児～）

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

1/1
（金）

深川市立病院
℡ 22-1101

近藤歯科医院
℡ 35-2538

1/2
（土）

深川市立病院
℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

1/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

ぬまくら歯科
℡ 22-5615

1/10
（日）

深川市立病院
(担当医・児島医院 院長 児島俊一）

℡ 22-1101

若葉台病院
℡ 0125-75-2266

1/11
（月）

深川第一病院
℡ 23-3511

神山歯科医院
℡ 0125-32-2575

1/17
（日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

定岡歯科医院
℡ 32-4118

1/24
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

さとう歯科医院
℡ 0125-53-3710

1/31
（日）

北海道中央病院
℡ 22-2135

いち花歯科クリニック
℡ 0124-22-2207

休 日 当 番 医

●
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　

冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
で
渋

滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

　

冬
道
で
は
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正

面
衝
突
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
路
面
状
況
に
合

わ
せ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
急
の
付
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
・
急
加
速
・
急
ハ
ン
ド

ル
・
急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ
ッ
プ
に

つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

●
交
差
点
に
注
意

　

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

で
は
危
険
を
予
測
し
て
徐
行
と
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
悪
天
候
に
注
意

　

悪
天
候
時
の
運
転
は
、
吹
き
だ

ま
り
や
視
界
不
良
に
よ
る
立
往
生

等
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
不
要

な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む

を
得
ず
外
出
す
る
際
は
、
事
前
に

道
路
情
報
を
確
認
し
、
防
寒
具
や

ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

冬
道
に
お
け
る

　
　
交
通
事
故
の
防
止

コ
ロ
ナ
禍
の
向
こ
う
ど
こ
ま
で
神
の
留
守  

　 

山
本
玲
子

曳
航
の
影
を
は
る
か
に
浮
寝
鳥
　  

　 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

神
主
の
二
礼
二
拍
や
根
雪
来
る 

　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

開
拓
の
秘
話
呼
び
起
こ
す
雪
も
み
じ 

　
　
　
　
山
岸
正
俊

残
業
の
雪
夜
に
馴
染
む
ラ
ー
メ
ン
屋 

　
　
　
　
山
下
好
晴

も
み
の
木
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
待
つ
準
備 

　
　
中
島
雅
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和
東
町　

福
田 

満
信　

氏 

76
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

（
11
月
30
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

碧　

水　

大
路　

 

博   

様

　
　

札
幌
市　

福
田 

真
範   

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

碧　

水　

大
路　

 

博   

様

１２月１日現在（前月比）

世帯数　８１２世帯(±０)

 人口 １, ７５８人(＋１)

　男　　　８５１人(±０)

　女　　　９０７人(＋１)
（外国人含）

まちの動き
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　新年あけましておめでとうございます。いよいよ寒さも厳しくなってきましたね。冬は感染症

や血管疾患、路面凍結による転倒などの健康被害が起こりやすい季節ですが、今回はその中でも

冬場に起こりやすい「ヒートショック」の予防についてお話したいと思います。

　「ヒートショック」とは、急激な温度差による血圧の変動により、失神、心筋梗塞、脳梗塞など

の疾患を引き起こすことです。年間１９，０００人もの方がヒートショックにより死亡している

とみられており、この数は交通事故死の約４倍。また、うち９割以上が６５歳以上の高齢者に起

きており、高齢者、また高血圧などの生活習慣病のある方は特に注意が必要です。

　ヒートショックは、寒いトイレやゴミ出し等の外出など、寒暖差の激しい場面ならどこでも起

こり得ますが、今回は特に被害の多い、入浴時のヒートショック予防についてのおさらいです。

　浴槽にお湯は張ったけど、脱衣所や浴室が冷え冷え、ということはあ

りませんか？　特に高齢者の方や高血圧などがあり心配な方は、脱衣所

を暖房などで温め、浴室内もシャワーなどで床を暖めておきましょう。

　心臓に負担がかからないよう、ぬるめのお湯で体を慣らしてから、熱い湯が好きな方はた

し湯で徐々に湯温をあげましょう。湯に入る前のかけ湯も効果があります。

① 脱衣所や浴室を十分暖めて入浴している　→（　YES・No　）

② いきなり熱い風呂に飛び込まない　→（　YES・No　）

　他にも、入浴前に血圧を測り、不安定な時は入浴を控える、また入浴時はなるべく家族のいる

ときに一声かけてから、などの対策も有効ですね。

　お風呂は、リラックス効果だけではなく、その温熱・水圧作用により全身の血行が促進され、

自律神経や内臓の働きがよくなり、免疫力アップにもつながります。安全に暖かいお風呂につか

って、冬の疲れをとりましょう。

冬場に多発‼ 
ヒートショックを防ごう

（担当：田中 望美）

【 第３回 】

■ヒートショックって何？

「ＮＯ」が多い家庭は要注意！ ヒートショック予防チェック

　水分不足は血液をドロドロにし、脳梗塞や心筋梗塞が起こりやすくなります。入浴前後は

水分補給をし、食後、特に飲酒後すぐの入浴は控えましょう。

③ 入浴前または後にしっかり水分摂取をしている　→（　YES・No　）

● ヘルシー教室　18日（月）10:00～11:30　 すこやかセンター

● 乳幼児健診　　20日（水）12:00～　　　  すこやかセンター

● 健康相談　　　29日（金）10:00～11:00　 すこやかセンター

　　 　　　　　　　　　　　 13:30～14:30　 碧水地域支え合いセンター

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

１月の
保健行事
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１．入札物件 ２．入札参加資格

　　入札参加資格申込書を提出する企業、個人

３．閲覧期間

　　閲覧期間：令和３年１月１３日（水）～１５日（金）

　　場　　所：北竜町教育委員会

４．事前説明会

　　日　　時：令和３年１月１８日（月）

　　　　　　　午前９：３０～午前９：５０

　　場　　所：ＪＡきたそらち北竜支所選果場

５．入札参加申し込み

　　受 付 日：令和３年１月１８日（月）～２０日（水）

　　受付時間：午前１０：００～午後３：００

　　申込場所：北竜町教育委員会

６．入札及び開札

　　日　　時：令和３年１月２１日（木）午前１０：００

　　場　　所：北竜町公民館

■問い合わせ先（担当課）：北竜町教育委員会　℡０１６４－３４－２５５３

車名 三菱　中型バス  

初度登録年月 平成１５年８月

車検満了 令和３年８月１７日

型式 ＫＫ－ＭＫ２５ＨＪ
４６人乗り（補助席、運転席含）

走行距離 ５９万㎞

最低売却価格(税抜) １５０，０００円

売却条件 現状渡し

　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひ、ご利用ください。

必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行いませんの

でご注意ください。

　令和２年１２月末より順次、地方公共団体システム機構よりマイナンバーカードをお持ちでない

方に、マイナンバーカードの申請に必要な交付申請書が発送されます。

　申請方法は同封されているパンフレットに記載されている方法のほか、役場窓口でも申請が可能

ですので、ぜひこの機会にマイナンバーカードの作成をご検討ください。

　なお、最近マイナンバーカードの申請・取得をされた方にも行き違いで発送される場合がありま

すが、改めて申請をする必要はありませんのでご留意ください。

マイナンバーカードの

●マイナンバーカードの交付申請書が発送されます

時間外窓口の開設のお知らせ

【日程】１月２０日（水）　～１９時　　　　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

町でスクールバスに使用していた自動車を

『一般競争入札』により売却します
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本町に住所を有する難病患者（国及び北海道が指定する指定難病・特定疾患者）の方に対し、

通院費の一部を助成致しますので、該当される方は申請されますようお知らせ致します。

■受給者証サンプル

※受給者証は、白とクリー
ム色の２種類あります。

①対象者

　深川保健所より「特定医療費（指定難病）受給者証」の交付を受けて

　いる難病患者の方

②申請期間

　　令和３年１月６日（水）から１月２９日（金）まで

③申請場所

　　役場住民課福祉係

④申請に必要なもの

　　① 特定医療費（指定難病）受給者証

　　② 印鑑

　　③ 口座振替を行う金融機関の口座番号

　※なお、この助成は、毎年１月に申請を行っていただくことにより、

　　受給資格が発生します。

※平成２０年９月３０日にて北海道の経過措置が終了しているため、
ウイルス性肝炎・橋本病患者の方は対象外となります。

● 難病患者通院費助成のお知らせ ●

　中小事業者等(※１)の税負担を軽減するため、令和３年度課税の１年分に限り、償却資産及び事業用家

屋に係る固定資産税が事業収入の減少率(※２)に応じ、ゼロまたは２分の１となります。

※制度の詳細は中小企業庁ホームページにてご確認下さい。

　該当が見込まれる場合は、軽減要件等について認定経営革新等支援機関等（商工会・地域金融機関・士業

等の専門家等）による確認を受け、令和３年２月１日（月）までに必要書類を役場総務課税務係へ提出下さい。

【必要書類】

 ・申告書（認定経営革新等支援機関等の確認印が押されたもの）

 ・収入減を証する書類（会計帳簿や青色申告決算書写しなど）

 ・特例対象家屋の事業用割合を示す書類（青色申告決算書写しなど）

(※１)中小事業者等

 　・常時使用する従業員の数が

   　１，０００人以下の個人又は法人

 　・資本金の額又は出資金の額が

   　１億円以下の法人

(※２)所得要件

 　令和２年２月～１０月の任意の連続する

 　３か月の事業収入が前年同期比で、

 　・３０％以上減少した場合･･･ １／２　

 　・５０％以上減少した場合･･･全額免除

中小企業者等が所有する償却資産及び
事業用家屋に係る固定資産税の軽減措置について

【問い合わせ先】

 中小企業庁相談窓口

  ℡０５７０－０７７－３２２
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福祉灯油代等助成・除雪費助成について

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です。

　　　１．居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　２．所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３．世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が６５歳以上で同居の親族も６５歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②６５歳以上の独居世帯

　　　　　③世帯全員が病弱で除雪が困難な世帯

　　　　　④その他町長が特に認める世帯

 ●助 　成 　額　　（１）玄関前の除雪（２）屋根・窓の除雪

　　　　　　　　　　上記で業者等へ支払った額の２分の１（ただし（１）（２）ともに２０，０００円が限度）

 ●申 請 期 間　　令和元年１２月１７日（木）～ 令和３年２月２６日（金）までに、 領収書等を添付の上、

　　　　　　　　　　 申請書を提出下さい。

除 雪 費 助 成

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です（暖房用に灯油を使用しない住宅に居住している者を除く）。

　　　１．居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　　　　　　　　（令和２年１２月１日～令和３年３月３１日の間、各月ごとにその月の半分以上の日に

　　　　　　　　　　 自宅に滞在することが見込まれる方）

　　　２．所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３．世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が７０歳以上で同居の親族も７０歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②７０歳以上の独居世帯

　　　　　③身障手帳１級及び２級の交付を受けた方で、その方の収入で生計を営んでいる世帯

　　　　　④義務教育期間終了前のお子さんを養育し、児童扶養手当を受給している母子世帯及び父子世帯

　　　　　　（扶養義務者等と同居している場合は、扶養義務者などが町民税非課税世帯または町民税均等割

　　　　　　 のみの場合に限り対象）

 ●助 　成 　額　　●灯油代：１０，０００円 　　●電気代：６，０００円 　　●ガス代：６，０００円

　　　　　　　　　　 ※申請できるのは、灯油代、電気代、ガス代のうち

　　　　　　　　　　　　主力暖房として利用しているもの１つになります。

 ●申 請 期 間　　令和２年１２月１７日（木）～ 令和３年２月２６日（金）まで

福 祉 灯 油 代 助 成

　町では今年度においても、在宅福祉の向上を図ることを目的に、次の世帯に暖房用灯油代及び暖房用電

気代、除雪費用の助成を行います。申請方法は、対象世帯へ１２月中に申請書を送付していますので、必

要事項を記入の上、領収書等と一緒に役場住民課福祉係まで提出してください（※新型コロナウイルス感

染防止のため、原則として担当民生委員さんの訪問による申請等については行いませんのでご了承願いま

す）。申請書受理後、所得要件を確認し後日助成の有無等をお知らせいたします。

【問い合わせ先】　　役場住民課福祉係　℡３４－２１１１
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問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららなどが落ちて、歩行者がケガをしたり、死亡する事

故が起こっています。冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意をお願いします。

●屋根の雪や氷、つららなどが道路に落ちる構造の建物には、事故を防ぐため、

丈夫な雪止めなどを付けるようにしてください。

●雪止めが付いていても、強さが足りなかったり、針金などの錆や老朽化による破損が原因で落ちる

こともあるので、必ず点検して、悪いところは修繕してください。

●屋根の雪や氷、つららなどは気温がマイナス３度からプラス３度程度のときに落ちやすくなります。 

歩行者や遊んでいる子供たちに注意して、早めに雪や氷、つららなどを落としてください。

●ビルの壁、窓枠、突出看板等から落ちる雪や氷は少量でも危険です。付着した雪や氷は、こまめに

取り除くようにしてください。また、雪などを除去する際には、歩行者への十分な安全対策を行うよ

うにしてください。

●雪や氷が落ちるおそれのある軒下などを通行している歩行者には、十分注意を促すようにしてくだ

さい。軒下では子供たちを絶対遊ばせないように注意してください。

●屋根から雪が落ちた時は、直ちに人が巻き込まれていないか確かめると共に、速やかに落ちた雪を

処理してください。

●歩行者や車の通行の支障となりますので、屋根から落ちた雪や敷地内の雪は絶対に道路に出さない

でください。

屋根から落ちる
雪や氷の事故防止について

２０歳になったら国民年金
　２０歳になり、大人の仲間入りをすると、多くの権利と同時に義務も生じてきます。そのひとつとし

て国民年金があり、国内に住所を有する２０歳から６０歳までの厚生年金や共済年金に加入していない

全ての方が加入することになっています。

　年金なんて先の事と思うかもしれませんが、老後の備えとしてだけではなく、

病気や事故で障がいが残った時など、働くことができなくなった時の生活を支え

てくれます。そのためには、国民年金に加入し、保険料をきちんと納めていなけ

ればなりません。学生などの収入が少ない方は、保険料の猶予や免除などの制度

もありますので、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先　　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５- ５２- ２１４４
　　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１
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■入園の申込及び問い合わせについては、

　役場住民課福祉係（℡３４－２１１１）までお願いします。

１．延長保育

　　　定時にお迎え出来ない場合に限り時間を延長して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午後４時～午後６時

　　　○保育料：３００円～３，０００円（利用時間によって変わります）

２．拡大延長保育

　　　延長保育に加え、更に朝３０分、夜３０分間拡大して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午前７時３０分～午前８時、午後４時～午後６時３０分

　　　○保育料：一律５，０００円（月額）

３．休日保育

　　　土、日、祝日、お盆、年末年始に保育を行います。

　　　※ただし、お盆（８月１４～１５日）、年末年始（１２月３０日～１月５日）、

　　　　園内美装清掃（９月１９～２０日）は完全休園とします。

　　　○保育時間：午前８時～午後４時

　　　○保育料：一律１，０００円（日額）

１．４歳児クラス以上は入園条件はありません。

２．未満児クラス（３歳児以下）は両親共働き等で家庭において保育できない場合に入園い

ただけます。また、今までは農繁期などで一定期間保育を利用されていたお子様も仕事をし

ている間は入園が可能です（農閑期など仕事をしていない間は退園となります。当初の申し

込みよりも早い時期に仕事が終了した場合、その時点で退園となります）。

　　※共働きでなくなった場合は、退園していただくこととなります（出産なども含む）。

入園条件

特例（働く保護者の方のみ）

やわら保育園の
入園申込みについて

　令和３年度におけるやわら保育園の４月入園申込みにつきましては、在園児も含めまして、令和３年

１月２９日（金）までに申込をされるよう、入園見込者へ連絡させて頂いております。

　入園希望があり、申込書の提出がお済みでない方におかれましては、忘れずに提出下さいますようお

願い致します。

　また、未満児クラス（３歳児以下）のお子様の保育園への入園につきましては、下記の点にご留意の

上、申込をされますようお願い致します。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご

家
族
御
揃
い
に
て
ご
健
勝
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
土
地
改

良
区
の
運
営
、
維
持
管
理
、
並
び
に

事
業
推
進
に
深
い
ご
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

更
に
組
合
員
の
皆
様
に
は
昨
年
の
通

水
期
間
、
ご
理
解
と
御
協
力
に
よ
り

事
故
な
く
無
事
通
水
を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
明
け
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
見
え
な
い
魔
の
手
が

忍
び
寄
り
、
日
本
中
そ
し
て
世
界
中

は
大
混
乱
と
な
り
ま
し
た
。
道
内
で

は
２
月
の
第
一
波
に
続
き
４
月
に
は

第
二
波
が
襲
い
感
染
者
、
死
者
と
も

に
増
え
続
け
非
常
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
マ
ス
ク
を
買
う
た
め
に
早
朝
か

ら
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
並
ぶ
長
蛇
の

列
や
、
都
市
部
で
は
食
料
品
や
生
活

必
需
品
を
買
い
求
め
る
人
だ
か
り
の

信
じ
ら
れ
な
い
光
景
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
生
活
も
こ
れ
ま
で
と
一
変
し

て
し
ま
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
11

月
に
入
る
と
感
染
者
、
重
症
者
も
急

増
し
北
海
道
で
は
連
日
２
０
０
人
越

え
全
国
で
は
２
０
０
０
人
越
え
の
過

去
最
高
の
感
染
者
が
出
て
お
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
急
ピ
ッ
チ

で
進
み
ア
メ
リ
カ
で
は
12
月
早
々
接

種
が
出
来
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
先
に
な
る
と
い

う
事
で
一
日
も
早
く
接
種
出
来
る
こ

と
を
見
守
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
我
々

農
業
関
係
者
に
お
い
て
も
青
果
、
花

卉
な
ど
の
取
引
価
格
に
大
き
な
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
し
、
外
食
産
業
の

消
費
が
低
迷
し
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産

物
に
お
い
て
も
今
後
の
動
向
が
大
変

気
が
か
り
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
昨
年
は
記
録
的
な
積
雪
量
の

少
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
田

植
え
過
ぎ
ま
で
は
順
調
な
春
作
業
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
６
月
の
低

温
に
よ
り
生
育
は
や
や
遅
れ
に
転
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
と
い
っ
た
雨

も
降
ら
ず
畑
作
物
に
お
い
て
は
厳
し

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
し
、
ダ
ム
の

貯
水
も
著
し
く
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
長
期
に
わ
た
る
交
代
水
を
行

い
節
水
と
水
の
確
保
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
一
部
水
系
の
方
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
組
合

員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

事
故
な
く
通
水
を
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
事
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
天

候
の
中
、
米
に
つ
い
て
は
過
去
最
高

の
収
量
、
品
質
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
畑
作
物
に
お
き
ま
し
て
は
場
所

に
よ
っ
て
収
量
、
品
質
の
差
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
組
合
員
皆
様
の
営
農
努
力

に
心
か
ら
の
経
緯
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
の
道
営
土
地
改
良
事
業
で
は
、

経
営
体
育
成
北
竜
南
２
、
北
竜
南
１

地
区
の
継
続
で
雨
の
少
な
い
中
、
夏

期
施
工
を
含
め
事
業
も
順
調
に
施
工

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
国
が
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推

進
し
て
い
る
中
、
農
作
業
の
大
幅
な

効
率
化
、
省
力
化
、
コ
ス
ト
削
減
に

は
農
地
の
大
区
画
化
、
排
水
対
策
を

含
め
た
土
地
改
良
基
盤
整
備
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
予
算

の
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
予
算
の
確
保
は
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
行
っ
て
お

り
ま
す
北
竜
南
２
、
北
竜
南
１
地
区

の
事
業
継
続
に
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
強
力
に
要
請
活
動
を
行
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
今
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
刻
も
早
い
終
息
に
な
る
こ
と
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
区
と
致

し
ま
し
て
今
年
も
事
業
継
続
、
新
規

事
業
の
推
進
と
施
設
の
効
率
的
な
維

持
管
理
、
経
費
の
削
減
を
目
指
し
、

町
行
政
を
始
め
関
係
団
体
の
ご
指
導
、

御
協
力
を
い
た
だ
き
役
職
員
一
致
協

力
し
て
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
最
良
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
、
更
に
豊
穣
の
出
来
秋
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

北
竜
土
地
改
良
区
理
事
長

　
　
　
　
　
川
島
　
直
美

新
年
の
ご
挨
拶

北竜土地改良区
ほくりゅう



23 令和３年１月号

　本年度の臨時総会が去る１１月２４日北竜町合同庁舎において開催され、議長に西山孝則氏、議事録記名人

に竹林義晃氏、五十嵐雅弘氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決されました。

議案番号 件名 内容 結果

 
令和元年度事業報告及び
収入支出決算書並びに財
務諸表の承認について

令和元年度事業報告、収入支出決算書、財務諸表の承認を求めるもの。
　収入決算額　　657,108千円
　支出決算額　　613,260千円
　差 引 残 額　　43,848千円

原案

承認

第１号
北竜土地改良区 定款の
一部変更について

定款の一部変更をするもの。
原案

可決

第２号
北竜土地改良区　規約の
一部変更について

規約の一部変更をするもの。 同

第３号
北竜土地改良区　管理規
程の一部変更について

管理規程の一部変更をするもの。 同

第４号
北竜土地改良区　会計細
則の一部変更について

会計細則の一部変更をするもの。 同

第５号
北竜土地改良区　地区除
外等処理規程の一部変更
について

地区除外等処理規程の一部変更をするもの。 同

第６号
土地改良財産処分並びに
交換について　　　

同

所在 地目
面積
(㎡)

単位
(㎡あたり円)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字和 
52番地15の内

用悪水路 14 57 髙橋康詞
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字和 
154番地26の内

用悪水路 66 57 髙橋康詞
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字和 
250番地4の内

用悪水路 23 57 髙橋康詞
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字和 
67番地4

用悪水路 89 57 石井　隆
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字和 
67番地5

用悪水路 87 57 石井　隆
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字和 
164番地3

用悪水路 100 57 橋本邦子
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字三谷 
419番地1の内

用悪水路 148 57 ファーム善蔵
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字三谷 
419番地1の内

用悪水路 91 57 ファーム善蔵
北竜南１地区 

有償

雨竜郡北竜町字碧水 
287番地の内

用悪水路 400 57 木村和雄 有償

所在 地目
面積
(㎡)

譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字竜西 
13番地2の内

田 42.38 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
13番地8の内

田 18.62 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
13番地13の内

田 73.63 近藤孝行 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字竜西
99番地1の内

用悪水路 231 近藤孝行 無償

１．土地改良施設財産を普通財産に用途廃止し処分する。

２．道営土地改良事業北竜南2地区に於いて、

　　次の土地改良用地を普通財産に用途廃止し交換する。

①
◇譲受

◆譲渡

令和２年度臨時総会で補正予算などを可決

所在 地目
面積
(㎡)

譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字竜西 
8番地3の内

田 34.51 近藤孝行 無償

②
◇譲受
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第６号
土地改良財産処分並びに
交換について

同

第７号
令和２年度会計 収入支
出第１回補正予算につい
て

既定予算額より５，６４０千円を減額し、第１回補正予算額を５７２，７１３千円とするも
の。

同

雨竜郡北竜町字竜西 
8番地15の内

田 8.39 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地1の内

宅地 12.31 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地1の内

宅地 36.39 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地2の内

畑 95.95 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地5の内

田 9.49 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地6の内

田 85.42 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地12の内

畑 60.50 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地13の内

田 54.73 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地22の内

畑 21.94 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地25の内

用悪水路 70.99 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
9番地27の内

用悪水路 5.67 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
284番地1の内

雑種地 130.76 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
284番地2の内

雑種地 50.47 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
284番地8の内

田 3.20 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
307番地1の内

原野 24.23 近藤孝行 無償

雨竜郡北竜町字竜西 
307番地7の内

田 5.62 近藤孝行 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字
恵岱別7番地5の内

田 423.24 佐藤健一 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字
恵岱別128番地1の内

用悪水路 114.49（有）田からもの 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字
恵岱別145番地の内

用悪水路 410.97 佐藤健一 無償

雨竜郡北竜町字
恵岱別209番地6の内

用悪水路 12.28 佐藤健一 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字
恵岱別27番地4の内

田 32.72（有）田からもの 無償

雨竜郡北竜町字
恵岱別27番地5の内

田 81.77（有）田からもの 無償

所在 地目
面積
(㎡)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字竜西
184番地

用悪水路 710.6 近藤孝行 無償

③

④

◇譲受

◇譲受

◆譲渡

◆譲渡

◆譲渡
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　令和元年度会計 収入支出決算 内訳

科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減 科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減

Ⅰ．資産の部 Ⅱ．負債の部

１．流　動　資　産 １．流　動　負　債

 　　現金及び預金 38,432,323 52,582,763 △ 14,150,440 　　　　未払金 139,837 902,648 △ 762,811

 　　未収金等 0 0 0 　　　　預り金 597,367 497,934 99,433

 　　短期未収金 6,153,400 6,441,242 △ 287,842 　　流動負債合計 737,204 1,400,582 △ 663,378

　　流動資産合計 44,585,723 59,024,005 △ 14,438,282 ２．固　定　負　債

２．固　定　資　産 　　 公庫資金等長期借入金 1,085,204,360 909,288,805 175,915,555

 （１）有形固定資産 　　 その他長期借入金 553,088,712 623,366,845 △ 70,278,133

 　　　建物及び附属設備 1,609,580 1,609,580 0 　　 役員退任功労引当金 2,604,000 2,480,000 124,000

 　　　所有土地改良施設 1,970,577,130 1,885,654,837 84,922,293 　　 職員退職給与引当金 51,429,755 48,181,047 3,248,708

 　　　土地改良施設用地等 2,181,749 2,940,255 △ 758,506 　　 地区除外等決済金引当金 3,946,174 3,941,827 4,347

 　　　事務所備品 914,278 918,142 △ 3,864 　　 道営負担金償還準備積立金 0 69,500,000 △ 69,500,000

 　　　車両運搬具 1,525,135 2,539,381 △ 1,014,246 　　 中心経営体農地集積促進事業積立金 0 651,000 △ 651,000

 　　　工具、器具等 904,967 34 904,933 　　 リース債務 1,200,000 0 1,200,000

    　有形固定資産合計 1,977,712,839 1,893,662,229 84,050,610 　　固定負債合計 1,697,473,001 1,657,409,524 40,063,477

 （２）無形固定資産

 　　　ソフトウェア 1,276,050 140,401 1,135,649 　　負債合計 1,698,210,205 1,658,810,106 39,400,099

    　無形固定資産合計 1,276,050 140,401 1,135,649

 （３）その他固定資産 Ⅲ．正味財産の部

 　　　基本財産　 １．指定正味財産

　　　　備荒積立金 89,025,458 88,725,458 300,000 　　指定正味財産合計 0 0 0

    　基本財合計 89,025,458 88,725,458 300,000 ２．一般正味財産 564,503,921 507,987,174 56,516,747

 　　　特定資産 　　（うち基本財産への充当額） (89,025,458) (88,725,458) (300,000)

 　　　 役員退任功労金積立金 2,595,189 2,480,189 115,000 　　（うち特定財産への充当額） (94,201,000) (69,652,000) (24,549,000)

 　　　 職員退職手当積立金 46,501,903 45,089,553 1,412,350

 　　　 地区除外等決済金積立金 3,946,174 3,941,827 4,347 正味財産合計 564,503,921 507,987,174 56,516,747

 　　　 道営負担金償還準備積立金 93,500,000 69,500,000 24,000,000

 　　　 中心経営体農地集積促進事業積立金 701,000 651,000 50,000

 　   特定資産合計 147,244,266 121,662,569 25,581,697

 　　　その他資産

 　　　　出資金 1,744,000 1,744,000 0

 　　　　職員福利厚生資金貸付金 1,125,790 1,838,618 △ 712,828

 　   その他資産合計 2,869,790 3,582,618 △ 712,828

 　  その他固定資産合計 239,139,514 213,970,645 25,168,869

    固定資産合計 2,218,128,403 2,107,773,275 110,355,128

３．繰延資産

    繰延資産合計 0 0 0

資　　産　　合　　計 2,262,714,126 2,166,797,280 95,916,846 負債及び正味財産合計 2,262,714,126 2,166,797,280 95,916,846

　

令和 2年 3月 31 日現在貸 借 対 照 表
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科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減 科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部 　　　　　選挙費

１．経常増減の部 選挙費

　　（１）経常収入 　選挙費 16,000 0 16,000

　　　　賦課金 　　　　土地改良事業費

経常賦課金 土地利用調整推進事業費

　経常賦課金 217,088,405 210,321,170 6,767,235 　北竜北地区土地利用調整推進事業費 200,000 200,000 0

特別賦課金 　北竜北西地区土地利用調整推進事業費 100,000 100,000 0

　特別賦課金 18,893,697 17,457,166 1,436,531 　渭の津地区土地利用調整推進事業費 200,000 200,000 0

　　　　使用料 調査設計等受託金

使用料 　調査設計等受託金 1,821,600 1,884,384 △ 62,784

　使用料 963,745 964,805 △ 1,060 国営造成施設管理体制整備促進事業

　　　　補助金及び交付金 　国営造成施設管理事業受託事業費 714,000 714,000 0

補助金 　　　　事業分担金

　北竜北地区土地利用調整推進事業補助金 110,000 110,000 0 事業分担金

　北竜北西地区土地利用調整推進事業補助金 55,000 55,000 0 　道営事業分担金 219,835,814 232,282,504 △12,446,690

　渭の津地区土地利用調整推進事業補助金 110,000 110,000 0 　　　　諸税及負担金

　中心経営体農地集積促進事業補助金 14,585,065 7,783,490 6,801,575 諸税

国営造成施設管理事業補助金 　公租公課 45,000 45,000 0

　国営造成施設管理事業補助金 7,578,000 11,086,000 △3,508,000 負担金

償還負担金 　合同庁舎管理負担金 2,455,000 2,338,000 117,000

　償還負担金 13,096,075 14,201,501 △1,105,426 　負担金 3,584,459 3,423,405 161,054

助成金 　事業負担金 15,167,740 11,544,362 3,623,378

　助成金 2,968,589 4,170,373 △1,201,784 　　　　償還金

　経営安定基盤整備緊急支援事業助成金 1,540,000 3,410,000 △1,870,000 　 農林漁業資金償還金

担い手育成支援事業助成金 　償還利子 3,755,526 4,789,128 △ 1,033,602

　担い手育成支援事業助成金 694,000 1,033,000 △ 339,000 繰上償還金

　　　　財産収入 　繰上償還金（内償還利子） 9,835 24,455 △ 14,620

財産運用収入 　　　　諸支出金

　財産売払収入 124,804 56,213 68,591 一時借入金利子

　預金利子 252,530 318,642 △ 66,112 　一時借入金利子 53,133 54,756 △ 1,623

　配当金 14,347 14,347 0 諸費 277,590 277,590 0

　　　　受託金及補償金 　賦課金徴収費 161,816 146,242 15,574

受託金 　保険料 150,770 135,090 15,680

　調査設計等受託金 1,821,600 1,884,384 △ 62,784 　式典費 53,103 197,189 △ 144,086

基幹水利施設管理事業受託金 　職員厚生費 31,892 150,000 △ 118,108

　基幹水利施設管理事業受託金 6,153,400 5,727,240 426,160 　雑費

国営造成施設管理事業受託金 　表彰費 26,518,300 14,151,800 12,366,500

　国営造成施設管理事業受託金 714,000 714,000 0 　 中心経営体農地集積促進事業費

　　　　諸収入 　中心経営体農地集積促進事業交付金

諸収入 　　　　事業推進費 0 50,000 △ 50,000

　加入金 0 128,236 △ 128,236 事業推進費

　預金利子 747 671 76 　事業推進費 △ 84,922,293 104,854,336 △ 189,776,629

　雑入 271,357 625,416 △ 354,059 　　　　引当金等繰入 506,064 145,051

　決済金 0 326,184 △ 326,184 役員退任功労金引当金繰入 1,014,247 778,220 236,027

　繰上償還金 313,630 6,615,121 △6,301,491 職員退職給与金引当金繰入 30,066 0 30,066

　　　経常収入計 287,348,991 287,112,959 236,032 地区除外等決済金引当金繰入 364,351 271,800 92,551

　　　　（２）経常支出 道営負担金償還準備積立金繰入

　　　　　一般管理費 中心経営体農地集積促進事業積立金繰入 124,000 1,240,000 △1,116,000

事務費 3,248,708 3,500,000 △ 251,292

　報酬 4,758,000 4,918,000 △ 160,000 　　　　減価償却費 4,347 326,184 △ 321,837

　俸給給与 39,986,473 34,879,244 5,107,229 所有土地改良施設減価償却費 0 21,500,000 △ 21,500,000

　役員退任功労金 1,125,000 0 1,125,000 　 車両運搬具減価償却費 0 651,000 △ 651,000

　諸保険掛金 2,287,650 0 2,287,650 工具、器具等減価償却費 300,224,738 496,559,906 △196,696,181

　賃金 9,216,095 8,217,845 998,250 ソフトウェア減価償却費 △ 12,875,747 △209,446,947 196,932,213

　旅費 1,455,112 1,489,117 △ 34,005 　　経常支出計

　費用弁償 885,060 832,940 52,120 　　当期経常増減額

　需用費 664,000 672,000 △ 8,000 ２．経常外増減の部 70,151,000 0 70,151,000

　使用料及賃借料 1,640,256 1,510,369 129,887 　　（１）経常外収入 70,151,000 0 70,151,000

　営繕費 1,026,143 1,619,181 △ 593,038 経常外収入計

　研修費 592,800 191,484 401,316 　　（２）経常外支出 758,506 0 758,506

　交際費 353,892 386,116 △ 32,224 経常外支出計 758,506 0 758,506

会議費 　固定資産除却損失 0 0 0

　会議諸費 279,640 277,670 1,970 当期経常外増減額

　　　　　営造物管理費 当期一般正味財産増減額 56,516,747 △209,446,947 266,324,707

営造物管理費 一般正味財産期首残高 507,987,174 717,434,121 △209,446,947

　維持工事費 15,394,950 11,158,282 4,236,668 一般正味財産期末残高 564,503,921 507,987,174 56,516,747

　維持管理費 17,659,724 16,674,989 984,735 Ⅱ．指定正味財産増減の部

　補助金 0 0 0 　　１　受取補助金等

　敷地補償費 26,875 26,875 0 　　　　受取補助金等計 0 0 0

　敷地買収費 0 365,478 △ 365,478 　　２　一般正味財産への振替額

　安全対策事業費 0 341,820 △ 341,820 　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

調査設計費 　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　調査設計費 1,199,000 1,296,000 △ 97,000 　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

基幹水利施設管理事業費

　基幹水利施設管理事業費 6,153,000 5,728,000 425,000 Ⅲ．正味財産期末残高 564,503,921 507,987,174 56,516,747

　

平成 31 年 4 月 1 日から
令和 2年 3月 31 日正 味 財 産 増 減 計 算 書
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１．重要な会計方針

　本財務諸表は、土地改良区会計基準（平成23年4月1日22農振第2410号）により作成している。

　（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　 取得価格が不明な一部の資産の評価に当たっては次によっている。

　　　　土地及び附属設備：固定資産税課税評価額による。

　　　　所有土地改良施設：①土地改良財産台帳に登載されている造成価格に土地改良区が負担した割合を乗じ、減価償却累計額を控除

　　　　　　　　　　　　　　した価格とする。

　                        ②補償工事及び災害復旧工事で造成された施設については、新設と同様の扱いで造成された施設は、一般的

　　　　　　　　　　　　　　な事業の負担割合を用いている。

　　　　土地改良施設用地等：平成30年度固定資産税課税評価額によることとし、非課税用地の取得用地は1円の備忘価格とする。

　　　　受託土地改良施設使用収益権：土地改良区財産台帳に登載されているものについては算出対象とする。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　①土地改良施設等の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、農水省【土地改良事業における経済効果の測定に必要な諸係数について】の標準耐用年数を用いて

　　　　いる。また、貸借対照表価格は直接法による。

　　　②その他固定資産の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、【減価償却資産の耐応年数等に関する省令】（昭和４０年大蔵省令第１５号）の耐用年数を用いている。

　　　　また、貸借対照表額は直接法による。

　（３）引当金の計上基準

　　　役員退任功労引当金 ……… 役員退任功労に備える為、当期における退任功労金債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退任功労金債務は役員等の報酬、費用弁償に関する規定に基づいて計上し

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　職員退職手当引当金 ……… 職員の退職手当に備える為、当期における退職手当債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退職手当債務は職員退職給与金規程に基づいて計上している。

　　　地区除外等決済金引当金 … 転用した土地に係る年賦支払金及び事業費、負担金又は分担金に充てる為計上している。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、決済金単価は決済金算定基準に基づき計上している。

　（４）消費税等の会計処理

　　　 消費税等の会計処理については、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　（１）会計処理の原則又は手続の変更

　　　 平成３０年度より「単式簿記方式」から「複式簿記方式」に変更している。

３．基本財産、特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産、特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　

財　務　諸　表　に　関　す　る　注　記

（単位：円）

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
備荒積立金 88,725,458 300,000 0 89,025,458

0

小　　　　計 88,725,458 300,000 0 89,025,458

特定資産

役員退任功労積立金 2,480,189 1,240,000 1,125,000 2,595,189

職員退職手当積立金 45,089,553 3,700,000 2,287,650 46,501,903

地区除外決済金積立金 3,941,827 4,347 0 3,946,174

道営負担金償還準備積立金 69,500,000 31,000,000 7,000,000 93,500,000

中心経営体農地集積促進事業積立金 651,000 701,000 651,000 701,000

小　　　　計 121,662,569 36,645,347 11,063,650 147,244,266

合　　　　計 210,388,027 36,945,347 11,063,650 236,269,724
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５.担保に供している資産
 　なし

６.固定資産等の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　（１）固定資産の取得価額、減価償却累計額、当期売却・除却額、当期売却末残高及び当期減価額は、次の通りである。
（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高 当期減価額

土地及び附属設備 1,609,580 0 0 1,609,580 0

土地改良施設用地等 2,181,749 0 0 2,940,255 0

事務所用備品 9,581,238 8,666,960 0 918,142 506,064

車両運搬具 23,644,000 22,118,865 0 2,539,381 1,014,247

工具、器具等 2,241,370 1,336,403 0 34 30,066

ソフトウェア 1,851,000 574,950 0 140,401 364,351

合　　　計 41,108,937 32,697,178 0 8,147,793 1,914,728

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

補
助
金

北竜北地区土地利用調整補助金 北海道 0 110,000 110,000 0 一般正味財産

北竜北西地区土地利用調整補助金 北海道 0 55,000 55,000 0 〃

渭の津地区土地利用調整補助金 北海道 0 110,000 110,000 0 〃

中心経営体農地集積促進事業補助金 北海道 0 14,585,065 14,585,065 0 〃

国営造成施設管理事業補助金 北竜町他 0 7,578,000 7,578,000 0 〃

助
成
金

助成金 雨竜町他 0 2,968,589 2,968,589 0 〃

経営安定基盤整備緊急支援事業補助金 全土連 0 1,540,000 1,540,000 0 〃

担い手育成支援事業助成金 全土連 0 694,000 694,000 0 〃

合　　　計 0 27,640,654 27,640,654 0

（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 当期減価額

所有土地改良施設 3,727,129,856 1,756,552,726 1,970,577,130 (84,922,293)

合　　　計 3,727,129,856 1,756,552,726 1,970,577,130 (84,922,293)

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 909,288,805 236,010,000 60,094,445 1,085,204,360

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 623,366,845 64,350,000 134,628,133 553,088,712

（単位：円）

当期末残高
左のうち国庫補助金等

国　　　　費 道　　　費

0 0 0

　（２）所有土地改良施設の取得価額、減価償却累計額、当期末残高及び当期減価額は、次のとおりとする。

　（３）土地改良施設建設仮勘定にかかる補助金相当額については、次のとおりである。

７．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　　なし

８．補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次の通りである。

９.指定正味財産から一般正味財産

　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。

　　経常収入への振替額　０円　　　　経常外収入への振替額　０円　　　　合計　０円

10.関連当事者との取引の内容
　　なし

11.重要な後発事象
　　なし

12.公庫資金等長期借入金及びその他の長期借入金に係る固定負債の内訳

　（１）公庫資金等長期借入金

　（２）その他の長期借入金

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額）（うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産
備荒積立金 89,025,458 (89,025,458)

小　　　　計 89,025,458 0 (89,025,458) 0

特定資産

役員退任功労積立金 2,595,189 (2,595,189)

職員退職手当積立金 46,501,903 (46,501,903)

地区除外決済金積立金 3,946,174 (3,946,174)

道営負担金償還準備積立金 93,500,000 (93,500,000)

中心経営体農地集積促進事業積立金 701,000 (701,000)

小　　　　計 147,244,266 0 (94,201,000) (53,043,266)

合　　　　計 236,269,724 0 (183,226,458) (53,043,266)
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令和 2年 3月 31 日現在

科　　目 金額（円） 科　　目 金額（円）

Ⅰ．資産の部 　　　道営負担金償還準備積立金

１．流動資産 44,585,723 　　　　定期預金 1口 93,500,000

　　現金及び預金 38,432,323 　　　中心経営体農地集積促進事業積立金

　　　現　　　 金 12,750 　　　　定期預金 1口 701,000

　　　預　　　 金 　　その他資産 2,869,790

　　　　普通預金 3口 38,419,573 　　　出資金

　　短期未収金 6,153,400 　　　　農林中央金庫札幌支店　 　　　  1,200口 120,000

　　　基幹水利施設管理事業受託金 6,153,400

２．固定資産 2,218,128,403 　　　　北海道土地改良事業団体連合会　　　 25口 250,000

（1）有形固定資産 1,977,712,839 　　　　北海道信用農業協同組合連合会　　　 30口 300,000

　　土地及び附属設備 　　　　きたそらち農業協同組合北竜支所 2,098口 1,049,000

　　　住宅敷地（和 12 番地 2外 3筆） 1,609,580 　　　　北空知信用金庫　　　　　　　　　　 50口 25,000

　　所有土地改良施設 　　　貸付金

　　　ダム・ため池他 1,970,577,130 　　　　職員福利厚生資金貸付金 1,125,790

　　土地改良施設用地等 資　産　合　計 2,262,714,126

　　　北竜町碧水他 2,181,749 Ⅱ．負債の部

　　備品及び装置 １．流動負債 737,204

　　　事務所用品 914,278 　　未払金

　　車両運搬具 　　　俸給給与　他 139,837

　　　自動車 1,525,135 　　預り金

　　工具、器具等 　　　諸保険掛金 597,367

　　　測量、工事用器具 904,967 ２．固定負債 1,697,473,001

（2）無形固定資産 1,276,050 　　公庫資金等長期借入金

　　ソフトウェア 　　　日本政策金融公庫 132 件 1,085,204,360

　　　賦課システム他 1,276,050 　　その他の長期借入金

（3）その他固定資産 239,139,514 　　　きたそらち農業協同組合 3件 351,165,712

　　基本資産 89,025,458 　　　全国土地改良事業団体連合会 21 件 201,923,000

　　　備荒積立金 　　役員退任功労引当金 2,604,000

　　　　定期預金 1口 89,025,458 　　職員退職給与引当金 51,429,755

　　特定資産 147,244,266 　　地区除外等決済金引当金 3,946,174

　　　役員退任功労積立金 　　リース債務 1,200,000

　　　　定期預金 1口 2,595,189 負　債　合　計 1,698,210,205

　　　職員退職給与積立金 Ⅲ．正味財産の部

　　　　定期預金 1口 46,501,903 正　味　財　産　合　計 564,503,921

　　　地区除外等決済積立金
負債及び正味財産合計 2,262,714,126

　　　　定期預金 1口 3,946,174

財 産 目 録

　

令
和
２
年
９
月
16
日
、
札
幌
市

に
お
い
て
土
地
連
功
労
表
彰
授
賞
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年
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土
地
改
良
事

業
へ
の
推
進
に
尽
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さ
れ
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功
績
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讃
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、
元
理
事
長
で
あ
る
近
江

博
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が
表
彰
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れ
ま
し
た
。

　

こ
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前
理
事
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北
竜
土
地
改
良
区
は
来
年
度
採

用
の
技
術
職
員
１
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

土
木
か
農
業
土
木
を
履
修
し
、

土
木
技
術
者
あ
る
い
は
類
似
の
職

業
を
実
務
経
験
し
た
、
い
ず
れ
も

27
歳
～
35
歳
の
者
。
か
つ
、
北
竜

町
内
在
住
又
は
将
来
的
に
北
竜
町

内
在
住
可
能
な
方
で
、
健
康
で
体

力
に
自
信
が
あ
り
、
積
極
的
に
業

務
に
取
り
組
め
る
方
。

　

応
募
者
は
履
歴
書
、
職
務
経
歴

書(

関
係
書
類
写)

を
北
竜
土
地
改

良
区
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
６
日(

水)

～

　
　
　
　
　

１
月
29
日(

金)

必
着

問
い
合
わ
せ
先

北
竜
土
地
改
良
区
総
務
課

℡
３
４
・
２
３
１
１

北
竜
土
地
改
良
区

職
員
募
集

謹
啓　

厳
寒
の
候
、
組
合
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
程
令
和
２
年
11
月

10
日
を
も
っ
て
北
竜
土
地
改
良
区

役
員
を
退
任
致
し
ま
し
た
。
皆
様

方
に
は
任
期
途
中
で
あ
り
大
変
ご

心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
平
成
22

年
よ
り
理
事
、
平
成
26
年
よ
り
理

事
長
代
理
、
令
和
２
年
２
月
か
ら

は
近
江
元
理
事
長
の
後
を
引
継
ぎ

理
事
長
に
就
任
し
、
在
任
中
は
公

私
と
も
に
組
合
員
の
皆
様
、
農
協

を
始
め
関
係
機
関
の
格
別
な
る
御

厚
情
を
賜
り
微
力
な
が
ら
土
地
改

良
区
の
事
業
推
進
、
運
営
執
行
に

専
念
さ
せ
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
、
組
合
員
並
び
に
関
係
各

位
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
当
区

の
運
営
、
及
び
事
業
推
進
に
格
別

な
る
御
理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
際
し
ま
し
て
も

重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
10
日
付
け
で
前
理

事
長 

川
上
健
康
氏
が
約
1
年
３

か
月
の
任
期
を
残
し
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
後
任
理
事
長
が
決
ま
る
ま

で
の
間
、
理
事
長
代
理 

川
島
直

美
が
理
事
長
職
務
代
理
者
と
し
て

業
務
を
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
現
役
員
の
互
選

会
に
於
い
て
12
月
３
日
付
け
で
不

肖
な
が
ら
私
が
理
事
長
の
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
退
任
さ

れ
ま
し
た
川
上
前
理
事
長
に
お
い

て
は
平
成
22
年
よ
り
約
10
年
に
わ

た
り
、
当
区
の
運
営
と
土
地
改
良

事
業
の
推
進
に
ご
尽
力
を
賜
り
敬

　

農
業
農
村
を
巡
る
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
先
人
が
長
い
歳
月
を
か
け
て
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
築
き
あ
げ

ら
れ
た
生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
水
、
農
地
を
将
来
に
向
か
っ

て
守
っ
て
い
く
為
に
は
生
産
基
盤

整
備
は
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
安
全
、
安

心
な
農
産
物
の
生
産
、
農
業
者
の

経
営
安
定
の
た
め
に
は
今
後
に
お

い
て
も
土
地
改
良
事
業
の
推
進
を

念
願
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員

を
始
め
役
職
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

意
と
感
謝
を
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
農
業
農
村
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
国
際
化
の
進
展
、
高
齢
化

に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
な
ど
大

き
く
変
化
す
る
中
で
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
理
事
長
を
拝
命

す
る
に
あ
た
り
き
わ
め
て
重
大
な

責
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
計

画
的
、
継
続
的
に
事
業
を
推
進
し

促
進
費
や
積
立
金
等
の
資
金
運
用

の
活
用
で
負
担
軽
減
を
図
り
な
が

ら
組
合
員
皆
様
の
経
営
安
定
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。又
、

当
区
に
お
い
て
２
地
区
の
道
営
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

国
の
予
算
が
逼
迫
す
る
中
、
事
業

予
算
の
獲
得
に
も
力
足
ら
ず
で
は

あ
り
ま
す
が
事
業
の
遅
れ
が
無
い

よ
う
に
関
係
機
関
と
国
に
要
望
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
並
び
に
各
関
係
機
関
の
皆

様
の
特
段
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北竜土地改良区
前理事長 川上 健康

北竜土地改良区
理事長 川島 直美

 

就
任
の
ご
挨
拶

 

退
任
の
ご
挨
拶



31 令和３年１月号

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　届け出をお願いします！北竜土地改良区への

■　調理師法では、調理業務に従事している調理師の方は、２年ごとに、１２月３１日現在の調理従事場

所等を届け出なければならないと定められており、今年は届出の必要な年となっています。

■　届出が必要な調理師とは、次の施設、店舗で調理の業務に従事している方です。

　　・　寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設、

　　　　その他多数人に飲食物を調理して供与している施設

　　・　飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業

■　届出用紙は、北海道全調理師会深川支部

　　（所在地：深川市２条10番１号　プラザ冨士屋内　℡２３－２１０７）に

　　令和３年１月１５日までに提出してください。 

■　届出用紙は、一般社団法人北海道全調理師会深川支部及び最寄りの保健所に備えてあります。

　　また、インターネットでの届出も可能です。

　　【ホームページ】https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=uSEbFakL

■　詳しくは、一般社団法人北海道全調理師会深川支部（℡２３- ２１０７）または、

　　北海道深川保健所（℡２２- １４２１）にお問い合わせください。

働いている
　　調理師の皆様へ！
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■募集職種　事務補助員（役場、学校、特別養護老人ホーム永楽園）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和３年４月１日～令和４年３月３１日

   勤 務 時 間   １日あたり７時間４５分以内（休憩１時間除く）で町が指定する時間（配属先により異なる）

   報　　　　酬   日額６，７３３円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   手 当 等   期末手当、通勤手当 等

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者

   募 集 期 間   令和３年１月１２日から１月２９日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　用務員（役場、学校）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和３年４月１日～令和４年３月３１日

   勤 務 時 間   １日あたり７時間４５分以内（休憩１時間除く）で町が指定する時間（配属先により異なる）

   勤 務 内 容   施設管理(冷暖房操作、除雪、草刈、施設まわり環境整備等)、

　　　　　　　　　※役場で任用となった場合は、公用車の運転・管理も含む

   勤 務 時 間   正規職員の勤務時間に準ずる

   報　　　　酬   日額６，７３３円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   手 当 等   期末手当、通勤手当 等

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者、

   募 集 期 間   令和３年１月１２日から１月２９日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　介護職・看護職（特別養護老人ホーム永楽園）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和３年４月１日～令和４年３月３１日

   勤 務 時 間   面接時に協議

   報　　　　酬   日額６，７３３円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   面接時に協議

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもの

   募 集 期 間   令和３年１月１２日から１月２９日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書を『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

　　　　　　　　  （※介護職～介護福祉士等の資格を取得されている場合は、写しも添えて提出して下さい）

　　　　　　　　  （※看護職～看護師・准看護師免許の写しも添えて提出して下さい）

町では、令和３年度の会計年度任用職員を下記により募集いたします。

会計年度任用職員を募集

【書類提出先・問い合わせ先】　役場総務課　庶務係　℡３４－２１１１
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●
消
火
栓
の
除
雪
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　　北竜町無火災期間（令和２年１２月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　１６１日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 １，５５６日間

 　令和２年深川地区消防組合管内火災発生件数　　１８件
　 内訳　北　竜　２件　　深　川　７件　　秩父別　３件
　　　　 妹背牛　３件　　沼　田　３件

深川地区消防組合北竜消防団

団　長　  　加  藤    宰

謹 賀 新 年

令和３年１月８日(金) １４時３０分より式典を北竜町農村環境改善センター

で開催いたします。

令和３年 北竜消防出初式

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
消

防
行
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
自
然

災
害
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
の
７
月

に
は
熊
本
県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な

ど
で
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
発
生

し
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
壊
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
８
月
は
猛

暑
が
続
き
太
平
洋
沖
の
海
水
温
が
上
昇
し
た

た
め
、近
年
類
を
見
な
い
大
型
の
台
風
９
号
、

10
号
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に

も
日
本
列
島
に
上
陸
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が

九
州
地
方
で
は
集
中
豪
雨
に
引
き
続
き
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
の
た
め
に
日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
に
流
行
し
日
本
で
も
感
染
が

広
が
り
、
冬
期
に
入
る
と
よ
り
一
層
多
く
の

感
染
者
が
発
生
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
昨
年
１
年
間
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
物
な
ど
大
勢
の
集
ま
る
行
事
が
相
次

い
で
中
止
と
な
り
、
北
竜
消
防
に
お
い
て
も

感
染
予
防
の
た
め
、
例
年
６
月
末
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
北
竜
消
防
演
習
を
や
む
な
く
中

止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ご
出
席
を

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
で
も
早
く

治
ま
り
、
今
ま
で
と
変
わ
り
の
な
い
生
活
に

戻
ま
す
よ
う
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
北
竜
消
防
団
と
い
た
し
ま
し

て
は
引
き
続
き
消
防
防
災
力
の
強
化
、
火
災

予
防
対
策
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
消
火
栓
が
雪
に
埋
も
れ
水
利

確
保
に
困
難
を
極
め
ま
す
。北
竜
消
防
で
は
、

随
時
除
雪
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
降
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
は
対
応
が
十
分
に
行
き
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冬
も
各
町
内

会
を
始
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
も
皆
様
の
健
康
作
り
の
御

役
に
立
て
た
ら
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
年
が
明
け
て
も
、
な
ん
だ

か
い
つ
も
の
お
正
月
の
雰
囲
気
に

は
な
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
だ
と
思

い
ま
す
。（
こ
ち
ら
は
ま
だ
12
月

14
日
な
ん
で
す
が
）

　

そ
う
で
す
よ
ね
、
コ
ロ
ナ
野
郎

の
せ
い
で
昨
年
も
不
自
由
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
も
ん
ね
。
ど
う
や
ら

ワ
ク
チ
ン
が
配
給
さ
れ
そ
う
で
す

が
、
あ
ま
り
期
待
し
す
ぎ
な
い
事

も
必
要
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
が
注
射
を
打
っ
た
方
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
も
完
璧
な

万
能
選
手
と
い
う
訳
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
も
接
種
し
て
抗
体
が
で
き

る
確
率
は
６
～
７
割
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
10
人
の
方
に
打

っ
て
も
３
～
４
人
の
方
は
痛
い
思

い
を
す
る
だ
け
で
そ
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
で
は

４
万
３
５
０
０
人
に
対
し
ほ
ぼ
半

数
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
残
り

に
偽
薬
を
接
種
し
て
経
過
を
見
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
ひ
と
月
で
ワ

ク
チ
ン
グ
ル
ー
プ
は
８
名
発
症
、

偽
薬
グ
ル
ー
プ
は
１
６
２
名
発
症

し
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
何
も
し

な
い
と
１
６
２
名
が
発
症
す
る
と

こ
ろ
を
８
名
し
か
発
症
し
な
か
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
１
５
４
人
が
ワ

ク
チ
ン
の
恩
恵
を
受
け
た
わ
け
で

す
。

つ
ま
り
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
と
0.7
％

（
１
５
４
／
２
１
７
５
０
）
の
方

の
発
症
を
防
げ
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
我
が
国
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
か
ら
来
年
６
月
末

ま
で
に
６
千
万
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
を
受
け
る
事
で
合
意
し
て
い

ま
す
。

　

だ
と
す
る
と
６
千
万
人
に
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
と
計
算
で
は
そ

の
0.7
％
の
方
（
42
万
人
）
が
感
染

を
予
防
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
勘
違

い
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
じ
ゃ

残
り
の
人
は
感
染
す
る
か
？
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の
人
は
ワ
ク

チ
ン
を
打
と
う
が
打
つ
ま
い
が
発

症
し
な
い
人
は
発
症
し
な
い
し

（
こ
ち
ら
が
大
部
分
）
発
症
す
る

人
は
発
症
し
ま
す
。
恩
恵
を
受
け

る
人
が
42
万
人
と
い
う
事
で
す
。

な
ん
だ
か
捕
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
の

よ
う
で
う
ま
く
出
来
過
ぎ
の
デ
ー

タ
で
す
が
、
正
式
発
表
を
も
と
に

す
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

　

逆
の
計
算
で
は
ワ
ク
チ
ン
を
打

っ
て
も
６
千
万
人
の
中
で
２
万
人

強
は
発
症
し
ま
す
。

　

な
ん
だ
か
数
字
ば
か
り
出
て
き

て
頭
が
混
乱
し
ま
す
ね
。

　

例
え
ま
す
と
人
口
２
千
人
の
町

の
方
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す

と
接
種
し
て
も
０
．
７
３
名
の
方

が
発
症
し
、
14
名
の
方
が
発
症
を

防
げ
ま
し
た
。
ま
あ
ね
、
２
万
人

チ
ョ
イ
に
打
っ
て
８
名
発
症
だ
か

ら
、
こ
の
数
字
で
し
ょ
う
ね
。
や

は
り
出
来
過
ぎ
で
す
ね
。

あ
く
ま
で
製
薬
会
社
の
発
表
で
す

か
ら
出
来
の
よ
い
デ
ー
タ
で
処
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
頭
に
留
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
月
後
の

デ
ー
タ
で
す
。
も
し
か
す
る
と
数

か
月
観
察
し
て
い
た
け
ど
、
あ
ま

り
好
ま
し
い
デ
ー
タ
が
出
な
く
て

一
番
良
い
ひ
と
月
の
デ
ー
タ
を
採

用
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
全
体
に
ジ
ワ
ジ
ワ
拡
大

し
て
い
ま
す
。
さ
あ
、
こ
こ
か
ら

が
本
番
、
三
密
を
避
け
マ
ス
ク
手

洗
い
油
断
な
き
よ
う
に
！

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２６９

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　１月１３日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認定審査
会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っています。

た い さ んき が ん

祈願、コロナ退散！
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

1/9（土） 北竜町成人式 公民館 14:00～

1/14（木）

真竜小学校始業式
真竜
小学校

ひまわり大学１月講座
改善

センター
10:00～

1/16（土）
子どもと高齢者のふれあい事業
[かるた大会＆豆まき]

公民館  9:30～

1/18（月）北竜中学校始業式 
北竜
中学校

1/26（火）公民館講座「押し花教室」公民館 10:00～

1/28（木）入学説明会
北竜
中学校

生涯学習カレンダー

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

1月11・18・25日（毎週月曜日）
1月1～5日（年末年始のため）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　１１月２５日に小学校５・６年生を対象に「ＪＦ

Ａこころのプロジェクト『夢の教室』」をオンライン

で開催しました。

　夢先生として元Ｊリーガーの高木保則さんに夢を

叶えるまでの苦難や努力についてお話して頂き、子

どもたちは夢を持つ素晴らしさや、自分の夢を実現

させる為の努力の大切さを学びました。

夢の教室を開催

図書館から新刊のお知らせ
・おばんでございます　　 　　　桜木 紫乃

・おしりたんてい　　 　　　　  トロル

・志麻さんの台所ルール 　　　　タサン志麻

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

　現在、改善センター多目的ホールにて冬場でもパー

クゴルフを楽しめる室内パークゴルフを行っていま

す。屋外コースとは違った難しさや面白さがあり、

参加者は仲間と楽しみながらプレーしています。

室内パークゴルフで余暇を満喫

　１１月１２日に「ひまわり大学」の１１月講座を

改善センター体育館にて行いました。

　今回は教育委員会職員の進行により「フロアカー

リング体験」と題して講座を行いました。参加した

学生は、３チームに分かれて試合を行い、うまくいっ

た時は同じチームの学生と歓声をあげるなど盛り上

がる一面もあり、楽しく有意義な時間となりました。

ひまわり大学11月講座を実施



丑年生まれの小学生

私たちの
将来の夢

２０２１年
年男・年女
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田
た む ら

村 祐
ゆ う ま

真 さん

数
か ず ま

馬 空
そ ら の

乃 さん

役場の職員（公務員）

ネイリスト

町の人の
役に立ちたいから

人の喜ぶ姿を見たいから

林
はやし

 俊
しゅんご

吾 さん

僧侶

現在、祖父が僧侶で、
その跡を継ぎたいから

大
お お い

井 咲
さ き と

刀 さん

地下に都市をつくること

地下の空間をたくさん
使えて楽しそうだから

堀
ほ り み

見 姫
ひ な

菜 さん

美容師

髪をセットしてあげた時
に喜んでもらいたいから

奥
お く だ

田 顕
けんしょう

生 さん

お坊さん

お父さんの跡を
継ぎたいから

植
うえまつ

松 安
あ さ ひ

咲妃 さん

専業主婦

子どもと平和に
暮らしたいから

川
か わ た

田 瑠
る な

奈 さん

看護師

人を支えたいから

川
かわもと

本 ひかり さん

バレーボール選手（リベロ）

強いアタックやサーブをレ
シーブするのが好きだから

瀧
たきもと

本 瑠
る か

華 さん

水泳選手

みんなに水泳の楽しさを
教えてあげたいから

 山
や ま だ

田 七
な な

菜 さん

美容師

髪の毛をセットするのが
好きだから

佐
さ と う

藤 璃
り な

奈 さん

医者

病人を救っている姿を見て私
もそうなりたいと思ったから

赤
あかまつ

松 奏
かなた

 さん

アニメーター

「鬼滅の刃」が面白いか
ら動画を作ってみたい

高
たかはし

橋 駿
しゅん

 さん

周りの人が笑顔になる仕事

周りの人を
笑顔にしたいから

橋
はしもと

本 龍
た つ き

輝 さん

You Tuber

YouTuberになって
大もうけしたいから

𠮷
よ し だ

田 夏
な つ き

葵 さん

パン屋

美味しいパンでみんなを
笑顔にしたいから

小
こ す が

菅 さくら さん

五
い が ら し

十嵐 弘
こ う た

太 さん

本を書く（作家）

今はとくにない

文を書くのが好きだから


